
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologloal 　SOOIety 　of 　Japan

，

　
　

　

普
瀘
勤
物
撃
講
携
第
武

恰

き
一

輪
醸
鑼
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騒
難

冖
　
を

現
ず
な
る

べ

し
O

　
カ

ッ

コ

ー
に

有

う
て

は
種
々

異
種
の

巣
中
に

産

卵

す
る

を

以
て

共

　
卵
色
も

自
ら

多
般
の

變
色
を

受

く
、

而
し

て

典
最
も

普

邁
の

彩
色

」

は
乞

キ

レ

イ
、

ノ

ジ

コ

等
の

卵
の

如

き
共
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に

多
く

産
卵

ず
る

集
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に

存
す
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。

數

多
の
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學
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説
に
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カ

ッ
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漱
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蒿
色
の

聖
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に
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奇
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似
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秀
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逢
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す
と
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又
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鳥
類
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髢
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。
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。
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憲
角
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ぎ
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と
あ

る
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恐

凶
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・
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と
わ
．
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し
、

｝一

若
L
各
種
の

卵
ハ

其
彩

色
の

周
幽
巴

同
化
彦、
る

を

以
て

全

巣
の

安

　

全

を

得
る

者
な

り

巴
す

れ

は
、

亘
大

な
る

異
色
の

卵

集

中
に

存

在

第
卷

三

六

入

日 五 十 月 二 年 四 廿 治 明

擁
ー
生
・
以

・

ー
ー
…
空

・
へ

・

設

天
ー

、

茲
を

以
・

他
の

鳥
卵

と
北

琶
の
・

奪
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卵
を

一

奮
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〒
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1

i
−

ー

の

合

和

を
も

潰
傳
ず
べ

き
な

う
。

或
人
ハ

鳥
卵
の

色

は
主
巴

し
て

萢
卵

前
雌
鳥
の

周
圃
の

有
色
物
に

戴
應
し

て

生
す
る

者
な

う

こ
の

説
を

提
出
し

非
當
の

技
倆
を

以
て

＝
狸

ハ

藍
色

他
種
ぬ

褐

色
他
n

桃
色
の

卵
七

生
す
る

物

体
を

説
明
冖

せ
う

、

然
れ

と
祐

此

原
因
よ

り
如
何
な
る

結
果
の

生
逶
へ

き
や・
ご

証
明

す
可
き

確

貰
な
る

事
實
と

掲

載

些
る

と
な

く
、

叉

自
然
綯
法

説
に

よ

ウ
で

同
串

實
を

論
明

し

能
は
さ

る

困
難
に

竜

會
せ

さ

る

な

う
、

鳥
類
の

生
存
中
に

は
種
々

の

變
化

弘

起
る

可

け

れ

は
嚮
彼

充

分
完
全

な
う

し

隱
匿

法
も

不

充
分
巴

な

る

と
め

る

へ

く
、

爲
め

に

若
し

危
險
を

來

す・
と

ゐ

ら
バ

卵
色
に

變
化

を

生
じ

或
は

渠
の

造
構

位
置

を

變
し

或
は
親

鳥
の

非
常
な
る

注

意

を

集
に

加
ふ
る

等
の

事

Y
喧

起
ゑ
以

て

之
に

備
ふ
可

き
な

ウ
、

此

れ

今
日

屡
々

吾
人
Y
迷

亂
せ
し

む
る

ウ

如
き
種

々

な

る

異
色
乞

生

そ
り

所
以

な
．
・

べ

し
。
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號 八 背 第 誌 雜 學 物 動

　

　

　

　
　

　

　
む

ゴ

む
し

　

　

　

第
一

目

渦
鐡

胃

霧
げ
O冖
『
翫
p

渦
蟲
ハ

淡
水

鹹
水
中
及
匕

陸
上
濕
地
二

佳
入

ル

シ

テ

其

形
概
子

楕

圓
或
ハ

延
是
シ

タ

〃

チ

常
ト

ナ

ル

ア

リ

暗
黒
色
ナ

川

ア

リ
（

淡
水

産
二

多
シ
）

美
麗
ナ

〃

彩
色
ア

ル

モ

ノ

ァ

リ
（

鹹
水

産
二

多
シ

）

」

其

大

ナ
ハ

＝
一

分
ノ

小
ヨ

ソ

數

寸
ノ

大
二

至
μ

概
シ

テ

日
ハ

パ

淡
水

産
昌

．
小

ナ
〃

モ

ノ

多
ク

鹹
水

産
ニ

ハ

大
ナ
〃

モ

ノ

ァ

リ
」

其
体
ハ

一

面
二

氈
毛
ヲ

生
シ

以
ナ

這

行
ス

L

壮ハ

及「
繕
論

酒

最ハ
配
ノ

出
仰

糸
胞
ア

ル

モ

ノ

ァ

リ

旦
尾

ち
れ

ん
て

ら
最
ノ

他
二

毒
糸
胞
チ

有
ス

ル

唯
一

ノ

塲
倉
ナ

フ

叉

共

皮

膚
中
二

ら
ぷ
費

．

1
巴
〔

鴻

冨
σ

象
。

）

ト

稱
ス

ル

一

挿

周
有
ノ

小
ず

キ

棒
状

ノ

物
ア

リ

或
人
ハ

之
ヲ

轟
糸
胞
二

類
シ

タ
μ

モ

ノ

ナ

リ

ト

ス

腹
面冖

即
チ

匍

匐
ス

ル

面
）

二

口

孔
ア

リ

其

位
置
ハ

全

廊
ノ

中
央
線

ニ

ァ

リ

テ

共

中
點
二

近
キ

「

ア

リ
（

第
一

圃
）

或
ハ

中
點
ヨ

リ

前
ナ

ル

ー

ア

ソ

後
ナ

〃

守

ア

リ

ロ

孔
ヨ

リ

直
二

内
二

筋
肉
ノ

善
ク

發
逵

シ

タ

ル

吻
（
勺

δ
σ

。
ω

寡
第
二

及

七

鬪
）

ア

リ

之
ヲ

日

孔
ヨ

リ

突
出
シ

テ

食
物
ヲ

取
ル

ノ

便
二

供
ス

湾
化
腔
ハ

單
一

ナ

ル

膣
ヨ

フ

成
川

モ

ノ

ァ

リ
（

第
一

圖
）

複
雜
ニ

シ

テ

數

個
ノ

枝
一一

枝
分
ス

ル

モ

ノ ．
ア

ス

ル

ヲ

以
テ

邃
昌

樹

形
ノ

腟
ヲ

生
ス
（

第
七

、

九

圖
）

蓋
シ

此
ノ

如

　
ク

數
多
ノ

枝
ア

リ

テ

消
化
膣
ヲ

複
雜
ト

ナ
ス

ハ

浩
…

化
腔
ノ

面
ヲ

増

　
シ

其

作
用
ヲ

充
分
ナ

ラ

シ

ム

ル

爲
ナ

ル

ペ

シ

」

潟
蟲

類
ニ

ハ

肛

門

一

ア

ル

「

ナ

シ

滑
化
膣
ト

体
壁
ト

ノ

間
ニ

ハ

膣

ナ
ク

シ

テ

筋
肉
繊
緯

、

憩
經
．

生

殖

罌
及
ヒ

其
他
ノ

組

織
ヲ

以
テ

充

滿
ス

故
二

体
腟
卜

稀
ユ

ペ

キ

モ

ノ

ナ

シ

諞

綴
警
多
ク

皮
下
。

篷
シ

休
チ

横
。

羅
ス

繕
筋
繊
緯

一

ア

リ

体
ヲ

縱
二

走
ル

縱
筋
繊
緯
ア

リ

叉
体
中
ヲ

背
面
ヨ

9

腹
面
ヤ

テ

直

線
二

或
ハ

斜
二

走
ル

繊
緯
ア

リ

此

等
ノ

牧
縮
ニ

ヨ

ジ

柔
軟
ナ

　
ル

体
ハ

自

在
二

伸
縮
ス

ル

ヲ

得

憩
經
系
統
ノ

中
叢
ト

モ

稱
ス

ペ

キ

部
ハ

体
ノ

前
端
二

近
ク

位
ス

〃

　一

對
ノ

紳
經
節
＋

リ
（

第
一

圖
）

之
ヨ

リ

シ

プ

体
ノ

前
後
ご

向
ヒ

多

ノ

憩
經
ヲ

射
串
シ

就

中
後

方
昌

向
フ

一

對
ノ

大
ナ

〃

憩
經
ア

リ

普
逎
藪

物

學
講
義
第
貳

拾

第
三

卷

六
九
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網

普
通
動
物

學
講
義
第
貳
拾

第
三

卷

七
〇

日 五 十 月 二 年 四 廿 治 明
皿
（

箜
膕
）

耆

↓
テ

藪
李
小

靆
馨
こ

靆
飾
・

貨

コ 

面
二

極
メ

ナ

簡
單
＋

ル

眼
一

對
ア

ソ

畜
別
・

呼

饕
・

循

攀
シ

体
・

需
・

リ

幾
分
・

酸

．

素
チ

取
ル

毛

ノ

カ

又

次
二

逋
〃

排
泄

器
二

外
ヨ

リ

水
ノ

入
リ
テ

幾

一

分
力

呼

吸
ノ

作
用
ヲ

ナ

ス

モ

ノ

カ

叉
滋

養
掖
ハ

種
々
ノ

組
織
ノ

隙

　

濶
ヲ

定
ソ

ナ

ク

嗇
ス

ル

モ

．

カ

一

排
泄

系
ハ

善
ク

發

逹
シ

下
等
蠕
蟲
・

特
徴

ト

ス

ペ

キ

構
造
チ

有
セ

惹
葆
ノ

劉
二

写

礬
す

砦
垂ハ
内
面
二

顰
ア

　

り

透
閉
ナ
川

液
ヲ

含
ミ

一

對
ノ

或
ハ

數
個
ノ

（

第
四

圖
甲

乙
）

孔
ア

　

リ
・
グ

外
界
ト

通
ス

縦
管
ヨ

リ

小
ナ
〃

枝
管
ア

リ

毛
細
管
二

至
ソ

テ

｛

終
ル

毛
細
管
ノ

末
端
ハ

稍
膨
張
ズ

（

第
三

圖
）

毛
細

管
ハ

數
個
ノ

細

卿
連

蓼
テ

糸
ノ

如
ク

ナ

箕
中
ヲ

穿

乏
7

生
・

タ

ζ
ノ

ナ

・

7
第
三

圖
二

示

箕
末
端

垂
個
ノ

細
胞
ヨ

義
ζ
ノ

亡
フ

一一

ソ

核
ノ

位
澱
ヲ

見
ル

ベ

シ

此
細
胞
沸

即
チ

排
泄
ヲ

司
ル

細
胞
ニ

シ

「

緇

響

繕
驫
稀
齢
耽

軽

曜
腿

7
不

絶

震
勠
セ

ニ

俵
綴
鏡
ヲ

以

竟
ル

時
ハ

大
二

認

多

「
＝

旨

ー
ー圏
ー

ー
ー

11
‘

−
1
儲

…

！

1
…
i

二

易
ス

シ

生
殖
器
ハ

甚
タ

複
雑
昌

シ

テ

其
形

朕
毛

種
々

ア

レ

”

茲
二

沖

唯

其

一

例
ヲ

掲
ク

渦
蟲
ハ

ム

泥
球

・

9
ナ

リ

即
チ

蠖

雄
ノ

生

殖

器
ヲ

全

個

蠡
中
二

備
〜

膨
モ

ノ

ナ

差゚
「

ヨ
”

℃

ぎ

量
第
五

圖

蓐
上

い

゜
頓

8
雪
」

ヨ

国
H

≒
Ω

き
。

・

びq

只

第
一

圖
二

示
ス

蟲
〕
ノ

生

殖

器
ヲ

示
ス

一

生

殖

器
孔
（

9
）

ハ

ロ

孔
（
h

）

ノ

直
二

後
ニ

ア

リ

此

種
二

於
ア

ハ

雌

雄
生

殖

器
共
二

同
孔
謁

開
ク

モ

ノ

ト

ス

先
ッ

雄
器
ノ

分
ヲ

掲
ク

レ

「

バ

体
ノ

兩
側
二

一

饗
ノ

畢

九（
e
）
ア

リ

之
ヨ

リ

出
ル

蝓
精

管（
f
）
ア

リ

兩

側
ノ

管
相

合
シ

テ
一

ノ

変
尾
器
二

入
〃

此
交

尾
器
ハ

生
殖
孔

　
ヨ

リ

外
二

突
出
ス

ル

ヲ

得
」

雌
器
ハ

先
ッ

卵
巣
（
a

）

ア

リ

之
ヨ

リ

翹
ル

卵
二

滋
養
暫
一

ヲ

奥
フ

川

爲
メ
一

對
ノ

大
ナ

川

腺
〔

c
）

ア

リ

卵刀

、

黄
災
ト

云
・

卵
及
匕

卵
黄
合
ノ

一

・

完
全
ナ

川

卵
ヲ

組
成
・

子
宮

（
b
）
二

入

リ

此
處
ニ

テ

發

生
ノ

途
二

上
ル

尤
℃

其

前
二

受
精
ス

〃

　
ナ

川

ベ

シ

精

蟲
ハ

己
ノ

精
蟲
ニ

ア

ラ

ズ

シ

ア

他
ノ

蠢
ト

交
尾
シ

タ

…

ル

際
其

精
蟲
ヲ

受
ヶ

之
ヲ

受
精
嚢
（

d

ζ

納
メ

置
キ

之
二

依
フ
テ

受
精
ス

ル

ナ

丿

柳
モ

生

物

界
中
全

休
二

難
雄

生
殖
器
ヲ

備
フ

ル

モ

　
ノ

ニ

シ

テ

己
ノ

雄
素
二

依
リ

プ

己
ノ

唯
素
ヲ

受

精
セ

シ

ム

ル

モ

ノ
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